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　岡山県では、「教育県岡山の復活」に向け、岡山県教育振興基本計画に基づく、「心豊かに、たく

ましく、未来を拓く」人材の育成の実現を目指して、様々な取組を行っています。その取組の一環と

して、令和５年３月に第４次岡山県特別支援教育推進プランを策定しました。

　本プランにおいては、「連続性のある多様な学びの場の充実」「切れ目のない支援の引継ぎと関係

機関との連携強化」「様々な障害種に対応した教職員の専門性の向上」に基づき、学びの場の一層の

充実、切れ目のない支援の引継ぎと関係機関との連携に向けた取組を進めるとともに、こうした取組

を推進するための土台となるのが、教職員の専門性であることから、専門性の向上と指導体制の一層

の充実に向けた取組を進めています。また、「特別支援学校の体制整備」に基づき、特別支援学校の

体制整備を一層進めています。

　特別支援教育の基本理念である共生社会の実現に向けて、障害のある子どもと障害のない子どもが

同じ場で共に学ぶことを可能な限り追求しながら、特別支援教育の一層の充実に取り組んでいます。

Ⅰ 就学前から高等学校等卒業後の自立と
社会参加に向けた特別支援教育の充実

１　連続性のある多様な
　　学びの場の充実

３　様々な障害種に対応した教職員の専門性の向上

２　切れ目のない支援の引継ぎと
　　関係機関との連携強化

就学前における
特別支援教育の充実

小・中学校における
特別支援教育の充実

高等学校における
特別支援教育の充実

特別支援学校における
特別支援教育の充実

交流及び共同学習の充実

ICT 活用の充実

個別の教育支援計画等の作成と活用

家庭や地域、福祉、医療等との連携強化

特別支援学校における企業等と連携
した早期からのキャリア教育の充実

高等部等卒業後も含めた就労支援

医療的ケアへの対応の充実

病気療養児への対応の充実

障害のある外国人児童生徒等への対応

県民への理解啓発

特別支援学校教諭免許状保有率の向上
幼稚園等、小・中学校等及び特別支援学校全体で支援する

体制づくりに関する専門性向上
計画的な研修機関等への派遣及び人事交流による人材育成
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１ 共生社会の形成に向けて

　インクルーシブ教育システムとは、共生社会を目指すため、障害のある子どもがその能力等を可能

な限り発達させ、より一層社会参加することを目的に、障害のある子どもと障害のない子どもが共に

学ぶ仕組みです。その実現のために、

● 可能な限り障害のある子どもと障害のない子どもが共に教育を受けられるように配慮すること

● 障害のある子どもにとって最も適した教育内容及び学びの場を提供すること

● 通常の学級、通級による指導、特別支援学級及び特別支援学校における指導の充実を図ること

● 障害のある子ども一人一人の状況に応じた「合理的配慮」（p.１３参照）を提供すること

などが求められています。

　岡山県教育委員会では、インクルーシブ教育システムの構築に向けて、特別支援教育をより一層充

実させ、学校全体で組織的に取り組む支援体制の整備を図っています。

インクルーシブ教育システムの構築に向けて

合理的配慮
について

教育相談窓口

指導・支援を
充実するために

就学に当たって

p.10へ

p.12へ

p.12へ

p.13へ

切れ目ない支援

就
学
前
段
階

小
・
中
学
校
段
階

高
等
学
校
段
階

多様な学びの場

幼稚園・保育所・

認定こども園等

特別支援学校

幼稚部

通常の学級

通常の学級

特別支援学級

視覚障害

聴覚障害

知的障害

肢体不自由

病弱

知的障害

肢体不自由

病弱・身体虚弱

弱視

難聴

通級による指導

言語障害

自閉症等

通級による指導

言語障害

自閉症等

p.8 へ

p.9 へ

p.9 へ

p.9 へ

p.7 へ

p.6 へ

p.5 へ

p.4 へ

p.4 へ

特別支援学校

発達支援

センター等

自閉症・情緒障害
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２

※倉敷支援学校との調整区域とは、希望により当該学校又は倉敷支援学校へ通学できる区域。★倉敷まきび支援学校及び誕生寺支援学校の高等部は、職業コースのみ通学区域を全県とする。

肢体不自由教育
通 学 区 域 等

県立岡山支援学校

県立岡山東支援学校

県立西備支援学校 笠岡市、井原市、浅口市、里庄町、矢掛町

県立早島支援学校

県立誕生寺支援学校

病弱教育
学 校 名

県立早島支援学校 全　県

南岡山医療センター「つくし病棟」入院者

訪問教育
学 校 名

通 学 区 域 等

訪 問 区 域 等

県立岡山支援学校 旭川児童院入所者

県立岡山西支援学校

県立岡山東支援学校

県立西備支援学校 笠岡市、井原市、浅口市、里庄町、矢掛町

岡山県健康の森学園支援学校 新見市、真庭市、新庄村

県立東備支援学校

県立早島支援学校

県立誕生寺支援学校

視覚障害教育
通 学 区 域

県立岡山盲学校 全　県

聴覚障害教育
学 校 名

県立岡山聾学校 全　県

知的障害教育
学 校 名 通 学 区 域 等

県立岡山西支援学校

県立岡山東支援学校

県立岡山南支援学校

県立岡山瀬戸高等支援学校 全　県

県立倉敷琴浦高等支援学校 全　県

県立西備支援学校

岡山県健康の森学園支援学校 全　県

県立東備支援学校

県立誕生寺支援学校

倉敷市立倉敷支援学校

岡山大学附属特別
支援学校

笠岡市、井原市、浅口市、里庄町、矢掛町

岡山市のうち次の中学校区（東山、操山、操
南、富山、竜操、高島、旭東、上南、岡北（牧石
小学校の旧牧山分校区））、旭川学園入所者

○小学部・中学部・高等部（生活コース）
倉敷市のうち次の小学校区（万寿、中洲、中庄、菅
生、庄、西阿知）及び次の中学校区（玉島東、玉島西、
玉島北、黒崎、船穂、真備東、真備）、総社市、高梁市、
吉備中央町のうち旧賀陽町、ももぞの学園入所者

《倉敷支援学校との調整区域》※
○小学部・中学部・高等部（生活コース）
倉敷市のうち次の小学校区（倉敷東、倉敷西、老松、
万寿東、大高、倉敷南、中島、旭丘、連島北）
○高等部（職業コース）★ 全県

倉敷市のうち次の小学校区（倉敷東、倉敷
西、老松、万寿東、大高、葦高、倉敷南、中島、
粒江、旭丘、連島北）及び次の中学校区（多
津美、東陽、福田、福田南、水島、連島、連島
南、味野、下津井、児島、琴浦、郷内）

倉敷市のうち次の中学校区（玉島東、玉島
西、玉島北、黒崎、船穂、真備東、真備）、総社
市、高梁市、吉備中央町のうち旧賀陽町

岡山市のうち次の中学校区（中山、高松、
吉備、妹尾、福田、興除、足守、藤田、灘崎）、
倉敷市（玉島東、玉島西、玉島北、黒崎、船
穂、真備東、真備中学校区を除く。）、玉野
市、早島町

　特別支援学校では、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服し、自立し社会参加する資質

を養うため、個別の教育的ニーズや障害の状態等に応じて、個別の教育支援計画や個別の指導計画に

基づいた教育内容、方法により指導しています。学校施設・設備も障害や教育内容に合わせて整備し

ています。

特別支援学校の教育

学 校 名 学 校 名

通 学 区 域

岡山市のうち次の中学校区（岡北（牧石小
学校の旧牧山分校区を除く。）、京山、石井、
御南、吉備、中山、香和、高松、足守）

県立倉敷まきび支援
学校

岡山市のうち次の中学校等区（西大寺、上道、山
南学園、瀬戸）、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町

○小学部・中学部・高等部（生産コース）
津山市、真庭市、美作市、新庄村、鏡野町、勝央町、
奈義町、西粟倉村、久米南町、美咲町、津山ひかり
学園ひかりの風入所者、岡山市のうち御津・建部
中学校区、吉備中央町のうち旧加茂川町
○高等部（職業コース）★ 全県

独自の募集要項に基づいて児童生徒を
募集しています。

全県
旭川療育園・旭川児童院入所者

岡山市のうち次の中学校等区（岡山中央、岡
北、京山、石井、桑田、岡輝、福浜、福南、芳泉、東
山、操山、操南、富山、御南、芳田、光南台、竜操、
高島、旭東、西大寺、上南、山南学園、香和、上
道、瀬戸）、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町

県立倉敷まきび支援
学校

津山市、真庭市、美作市、新庄村、鏡野町、勝
央町、奈義町、西粟倉村、久米南町、美咲町、
岡山市のうち御津・建部中学校区、吉備中
央町のうち旧加茂川町

岡山市のうち次の中学校区（岡山中央、桑田、
岡輝、福浜、福南、芳泉、芳田、光南台、妹尾、
福田、興除、藤田、灘崎）、玉野市、早島町

《倉敷支援学校との調整区域》※
高等部：倉敷市のうち東陽中学校区

県立早島支援学校（派遣学級）

岡山市のうち旭川以西（御津、建部、灘崎
中学校区を除く。）

岡山市のうち旭川以東（西大寺、上道、山南学
園、瀬戸中学校等区を除く。）及び御津・建部
中学校区、吉備中央町のうち旧加茂川町

県立倉敷まきび支援
学校

倉敷市のうち次の中学校区（玉島東、玉島
西、玉島北、黒崎、船穂、真備東、真備）、総社
市、高梁市、吉備中央町のうち旧賀陽町

岡山市のうち次の中学校等区（西大寺、上道、山
南学園、瀬戸）、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町

倉敷市（玉島東、玉島西、玉島北、黒崎、船
穂、真備東、真備中学校区を除く。）、玉野
市、早島町、岡山市のうち灘崎中学校区

津山市、美作市、鏡野町、勝央町、奈義町、
西粟倉村、久米南町、美咲町
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電話番号住　　所学校名 設置する部 備　　考

　

２-（2） 聴覚障害教育　

２-（１） 視覚障害教育
　視覚に障害がある児童生

徒を対象として、点字を用

いたり、文字や絵図を拡大

したり、具体物を触察した

りするなど、工夫と配慮の

もとに、各教科等の学習や

自立に向けた専門的な教育

を行っています。

　聴覚に障害のある幼児児童生徒を対象として、補聴器・人工内耳などを活用して話し言葉の

習得を促したり、様々なコ

ミュニケーション手段を有

効に活用する力を身に付け

たりするためのきめ細かな

指導や自立に向けた専門的

な教育を行っています。

　高等部本科普通科においては、障害の程度やニーズに応じ、各教科等の学習や自立と社会参加

に向けた支援を行っています。本科保健理療科、専攻科理療科、専攻科保健理療科においては、あ

ん摩マッサージ指圧師・はり師・灸師国家試験受験資格取得のための職業教育を行っています。

　高等部本科においては、障害の程度やニーズに応じ、実態に合わせた自立と社会参加への支援

を行うために、総合デザイン科（産業デザインコース、ファッション・ヘアデザインコース）と

普通科（職業コース、基礎生活コース）の２学科４コースを設置し、進学・就職等の多様な進路

に対応しています。

小学部：単眼鏡の活用 中学部：交流及び共同学習

幼稚部：自立活動（発音指導） 小学部：算数

電話番号住　　所学校名 設置する部 備　　考

幼稚部・小学部・中学部
　　　　本科普通科
高等部　本科総合デザイン科
　　　　専攻科理容科

専攻科への入学は高等
部本科理容科又は高等
部本科総合デザイン科
ファッション・ヘアデザ
インコース　ヘア系卒
業資格が必要です。

寄宿舎設置

県立
岡山盲学校

県立
岡山聾学校

〒703-8217
岡山市中区
土田51

086
279-2127

〒703-8235
岡山市中区
原尾島4-16-53

086
272-3165

小学部・中学部
　　　　本科普通科
　　　　本科保健理療科
　　　　専攻科理療科
　　　　専攻科保健理療科

高等部

専攻科への入学は高
等学校（高等部）卒業
資格が必要です。

寄宿舎設置
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学校名 住　　所 電話番号 設置する部 備　考

4

3

2

２-（3） 知的障害教育
　知的発達に遅れのある児童生徒を対象とし

て、自立と社会参加に必要な知識、技能、態度、

習慣を身に付けることができるよう、一人一

人の障害の程度や発達段階に応じて、生活に

結び付いた内容を具体的な活動を通して学習

できるようにしています。

　高等部では、産業現場等における実習など、

卒業後の職業生活に向けた学習もしています。
中学部：生活単元学習 高等部：地域の方との稲刈り

（コミュニティスクール）

岡山大学附属
特別支援学校

〔職業コース〕
　倉敷まきび支援学校と誕生寺支援学校
の高等部に職業コースを設置しています。
職業コースでは、専門教科の学習や実習
等の職業教育に重点を置き、就労による
社会自立を目指しています。

フードサービス 流通サービス
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コース別内容 共通内容コース名

〔高等支援学校〕
　知的障害が比較的軽度な生徒を対象として、就労による社会自立を目指す高等部単独の特
別支援学校２校では、卒業後の就職に向けたより実践的な学習を行っています。

ものづくりコース 流通サービスコース 環境サービスコース 家政コース

２-（4） 肢体不自由教育

学校名 住　　所 電話番号 設置する部 備　考

　身体に障害がある児童生徒を対象として、教科の学習のほか、身体の動きやコミュニケーション

等に関する教育を行っています。

　手すりやスロープ・エレベーター

の設置など、施設・設備にも配慮

しています。

　ま た、た ん の 吸 引、経 管 栄 養、

導尿などが必要な児童生徒に対し

て、看護師や教員による日常的な

医療的ケアを実施しています。
中学部：交流及び共同学習 高等部：自立活動
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学校名 住　　所 電話番号 設置する部

　２-（5） 病弱教育

　２-（6） 訪問教育

　２-（7） 寄 宿 舎

　慢性の疾患や身体虚弱のため、医

療や生活規制が必要な児童生徒を対

象として、病院等との連携を密にし

ながら、各教科等の学習のほかに、

健康状態の回復や改善のために必要

な学習を行っています。

小学部・中学部：文化祭 高等部：交流及び共同学習

　訪問教育は、障害の程度が重度であるため、学

校へ通学して教育を受けることの困難な児童生徒

のいる家庭や病院・施設に教員が出向いて行う教

育です。次の特別支援学校で行っています。

● 訪問回数と時間
　 原則として週３回、１回２時間

● 指導場面
　 家庭や病院等における指導のほか、学校
　 に行って友達と一緒に活動する「スクー
　 リング」も行っています。

小学部：生活単元学習 中学部：音楽

　遠距離で通学が困難な幼児児童生徒の

ために寄宿舎を設置しています。寄宿舎

では、家庭的な雰囲気の集団生活を通し

て、基本的生活習慣や社会性が身に付く

よう、寄宿舎指導員や舎監が日常生活全

般について指導しています。次の特別支

援学校に設置しています。 調理体験 避難訓練

県立岡山支援学校

県立岡山西支援学校

県立岡山東支援学校

県立倉敷まきび支援学校

県立西備支援学校

岡山県健康の森学園支援学校

県立東備支援学校

県立早島支援学校

県立誕生寺支援学校

● 県立岡山盲学校　　● 県立岡山聾学校　　● 県立岡山支援学校
● 岡山県健康の森学園支援学校　　● 県立誕生寺支援学校
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実態把握
校（園）内研修の実施
個別の教育支援計画等の作成

関係機関

保護者からの相談窓口
校（園）内外との連絡・調整

特別支援教育コーディネーター

3 幼稚園等、小・中学校、高等学校等における特別支援教育
　幼稚園等、小・中学校、高等学校等では、通常の学級を含め、学校園全体で特別支援教育に取り組

んでいます。それを推進するために特別支援教育コーディネーターの指名や校（園）内委員会の設置、

個別の教育支援計画等の作成・活用など校（園）内支援体制の整備に努めています。

　小・中学校では、障害の状態に応じ、特別な場での教育を受ける必要がある児童生徒には、特別支

援学級や「通級による指導」での指導等、多様な学びの場での指導を行っています。

　また、通常の学級に在籍する特別な指導・支援を必要とする児童生徒には、特別支援学校で行われ

ている自立活動の内容等を参考にし、その状態に応じた適切な支援等をしています。

校（園）内委員会

医療、保健、福祉、労働、
特別支援学校、相談機関　等

岡山県教育委員会では、市町村教育委員会

や教職員向けのリーフレットを作成し、連

続性のある多様な学びの場のさらなる充実

に取り組んでいます。

3-（１） 幼稚園等における特別支援教育の様子
　発達障害等の可能性のある幼児を的確に把握し、個に応じた指

導・支援を早期から適切に開始することにより、特別な支援を必

要とする幼児の集団への適応力を高め、就学後の学校において落

ち着いて学習に取り組めるようにしています。

　また、岡山盲学校には「たんぽぽ親子教室」、岡山聾学校には

「乳幼児教室」が設置されており、早期から障害のある幼児の支

援を行っています。 市全体での職員研修

3-（2） 小・中学校の通常の学級における特別支援教育の様子
　通常の学級に、特別な支援を必要とする児童生徒が在籍している場合には、一人一人の特性に

応じた指導が求められています。その際、

授業に集中しやすい学習環境を整えたり、

どの児童生徒も活躍し、発言できる場面

を設定したりしています。また、特別な

支援を必要とする児童生徒だけではなく、

全ての児童生徒に分かりやすい授業を目

指しています。

小学校 中学校
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3-（4） 小・中学校の特別支援学級の様子

● 弱視特別支援学級

● 難聴特別支援学級

● 知的障害特別支援学級　

● 肢体不自由特別支援学級　

● 病弱・身体虚弱特別支援学級
　（院内学級を含む）　

● 自閉症・情緒障害特別支援学級

3-（3） 小・中学校の「通級による指導」の様子
　「通級による指導」（通称、「通級指導教室」）では、言語障害、情緒障害、聴覚障害、学習

障害、自閉症、注意欠陥

多動性障害など、通常の

学級に在籍する軽度の障

害がある児童生徒が、大

半の授業を通常の学級で

受けながら、障害の状態

に応じて週１～８時間の

特別の指導を個別又は少

人数で受けています。 小学校 中学校

　小・中学校の特別支援学級では、障害の程度が比較的

軽い児童生徒の自立と社会参加を図るために、一人一人

の児童生徒の障害の状態や特性等に配慮しながら指導を

しています。障害の種類に応じて、次の特別支援学級を

設置しています。

　高等学校では、中学校との情報の引継ぎ、特別支援教

育の観点を取り入れた授業づくり、進路を見据えた指

導・支援を行い、校内支援体制の充実を図っています。

また、平成30年度から、特別支援学校の領域である「自

立活動」を取り入れた「通級による指導」を行っている

学校があります。

　県内のいくつかの病院には院内学級が設置され、入院

中の児童生徒が学習できるようにしています。

知的障害特別支援学級

通級による指導

病弱・身体虚弱特別支援学級
（院内学級）

3-（5） 高等学校における特別支援教育の様子
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県教育委員会へ

特別支援学校へ 小・中学校へ

保護者へ

県教育委員会

保護者へ

市町村教育委員会県教育委員会 市町村教育委員会

特別支援学校へ 小・中学校へ

特別支援学校 小・中学校

4 交流及び共同学習の充実
　誰もがお互いに人格と個性を尊重し合える共生社会の実現、地域での豊かな生活の実現のため、交流及び共

同学習を推進しています。中でも、特別支援学校に在籍する児童生徒が、自分の住んでいる地域の小・中学校

で、その学校に在籍する児童生徒と共に学習を行う居住地校交流は、居住する地域での豊かな生活の実現に向

けても大切な活動です。岡山県教育委員会では、地域の仲間としてのつながりをより強めるため、居住地の

小・中学校に「交流籍」を設け、本人・保護者の合意の下、交流籍を活用した居住地校交流を進めています。

岡山県教育委員会では、特別支援学校や小・中学校の保護者向けの

リーフレットを作成し、居住地校交流の充実に取り組んでいます。

5 就学に当たって
　障害のある子どもの就学については、市町村教育委員会等で就学相談を行っています。市町村教育

委員会は、保護者及び教育学、医学、心理学等の専門的知識のある方の意見を聴き、地域や学校の状

況、支援すべき内容、本人の意見等を総合的に考慮し、適切な就学先を決定します。

　適切な就学には、早期からの教育相談や学校見学等を行うことが大切です。

5-（１） 就学までの手続き
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区分 障害の程度

5-（2） 学びの場の柔軟な見直し

5-（3） 学校教育法施行令第22条の3に定める障害の程度とは

　就学時に、小学校段階６年間、中学

校段階３年間の学びの場が全て決まっ

てしまうのではありません。子どもの

発達の程度、適応の状況、学校の環境

等を勘案しながら、柔軟に転学等がで

きることを、関係者は共通理解するこ

とが重要です。そのため、定期的に教

育相談や個別の教育支援計画等に基づ

く関係者による会議などを行い、必要

に応じて就学先を変更できるようにし

ていくことが必要です。

教職員用 保護者用

医療的
ケア児の
保護者用

　岡山県教育委員会では、

リーフレットを作成し、

就学についての情報をお

知らせするとともに、適

切な就学ができるよう働

きかけています。

　特別支援学校に就学できる障害の程度のことをいい、それぞれの障害ごとに次のように示され

ています。

　両眼の視力がおおむね0.3未満のもの又は視力以外の視機能障害が高度の

もののうち、拡大鏡等の使用によっても通常の文字、図形等の視覚による認

識が不可能又は著しく困難な程度のもの

視覚障害者

聴覚障害者

知的障害者

肢体不自由者

病弱者

一　知的発達の遅滞があり、他人との意思疎通が困難で日常生活を営むのに

　頻繁に援助を必要とする程度のもの

二　知的発達の遅滞の程度が前号に掲げる程度に達しないもののうち、社会

　生活への適応が著しく困難なもの

　両耳の聴力レベルがおおむね60デシベル以上のもののうち、補聴器等の使

用によっても通常の話声を解することが不可能又は著しく困難な程度のもの

一　肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行、筆記等日常生活にお

　ける基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの

二　肢体不自由の状態が前号に掲げる程度に達しないもののうち、常時の医

　学的観察指導を必要とする程度のもの

一　慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患及び神経疾患、悪性新生物その他の疾患の

　状態が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの

二　身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの

11



特別支援学校特別支援学校

その他の主な相談機関その他の主な相談機関

N PO

相　談　機　関 所　　在　　地 電　話 相　談　機　関 所　　在　　地 電　話

岡山県総合教育センター岡山県総合教育センター

（予約制）面接相談
電話相談

長期療養児教育サポート窓口長期療養児教育サポート窓口

相談受付時間

6 教育相談窓口

　各学校園では、家庭・福祉・医療等関係機関との連携を図り、幼児期から学校卒業後までの一貫し

た支援を行うための個別の教育支援計画や、児童生徒等一人一人の実態を把握・共有し、校（園）内

で適切な指導を行うための個別の指導計画の作成、活用を推進しています。

　また、岡山県教育委員会では、ガイドブックやハンドブックを刊行し、特別支援教育の充実や教員

の指導力向上に取り組んでいます。

15 15 15

幼稚園・保育所・認定こども園における
特別支援教育充実ガイドブック

【改訂版】通常の学級の
特別支援教育ガイド

高等学校管理職のための特別支援
教育校内支援体制整備ガイドブック

7 指導・支援を充実するために
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パンフレット

Q A

高等学校における
「合理的配慮」ガイドブック

共生社会の実現に向けた
「障害者差別解消法と
合理的配慮」

「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告）」から

　「合理的配慮」とは障害のある子どもが、他の子どもと平等に「教育を受ける権利」を享有・行

使することを確保するために、

①学校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を行うこと

②障害のある子どもに対し、その状況に応じて、学校教育を受ける場合に個別に必要とされるもの

③学校の設置者及び学校に対して、体制面、財政面において、均衡を失した又は過度の負担を課

さないもの

と定義されています。

　上記の定義を踏まえ、本人・保護者と発達段階を考慮しつつ合意形成を図り、その内容や合意形成

の過程を含めて個別の教育支援計画等に明記することが重要です。就学を決定する際にも、できる限

り市町村教育委員会や就学する学校と合意形成を図ることが大切です。

　また、岡山県教育委員会では、合理的配慮の提供に係る基本的な知

識や手続き等について、物語仕立てのやりとりを通して学ぶことがで

きるガイドブックを作成しています。

　高等学校だけでなく、他の学校種においても参考になる内容となっ

ていますので、要点をまとめた巻末資料（サマリー）等とあわせて、

ぜひ御活用ください。

共生社会の実現に向けた「障害者差別解消法と合理的配慮」
平成28年3月　岡山県教育庁特別支援教育課編　から

　本人・保護者から意思の表明の
あった合理的配慮については、全
て提供しなければなりませんか。

　合理的配慮の提供にあたっては、過重な負担
に当たると判断される場合は、提供できないこ
ともあります。その場合は、引き続き、十分な
情報提供を行うとともに、代替の合理的配慮等
について合意形成を図っていくことが重要です。
　合意形成した内容は、個別の教育支援計画等
に記入し、引継ぎを行ってください。
　学校教育分野においては、障害のある方の意
思の表明の有無に関わらず、その障害のある子
どもが十分な教育を受けられるかどうかの視点
から、子どもの障害の状態等の把握に努めるこ
とが必要です。

8 合理的配慮について
　障害者の権利に関する条約において、「合理的配慮」の否定は、障害を理由とする差別に含まれ

るとされます。公立学校等においても、障害を理由とする差別を解消するための「合理的配慮」の

提供が義務化されています。
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ア　特別支援学校の幼児児童生徒数（国立含む）

イ　特別支援学級の設置状況及び児童生徒数     

合　　計

1
4

269
2
3

289
※314

1
4

358
2
4

691
1,060

1
11

1,706
2
9

3,901
5,630

0
4

126
0
3

132
※136

0
4

162
0
4

262
432

0
9

761
0
13

1,436
2,219

1
8

395
2
6

421
※450

1
8

520
2
8

953
1,492

1
20

2,467
2
22

5,337
7,849

小　学　校 中　学　校 合　計
学級数設置校数 児童数 学級数設置校数 生徒数 学級数設置校数 児童生徒数特別支援学級

学校

ウ　通級指導教室の状況及び児童生徒数     

53
113
2
3

171
22
9

202

263
854
0
8

1,125
74
34

1,233

530
881
16
49

1,476
117
0

1,593

8
95
0
0

103
67
4

174

801
1,830
16
57

2,704
258
38

3,000

中 学 校
高 等 学 校
合　　計

小 　 計

児童生徒数
教 室 数

自校通級 他校通級 巡回指導
合　　計

9 岡山県の特別支援教育の現状
（令和 7 年５月１日現在）

（令和 7 年５月1日現在）

（令和 7 年５月1日現在）

※設置校数合計については、１校に複数の障害種の学級を設置しているため、各区分の合計となっていない。
※義務教育学校（前期課程）を小学校に、義務教育学校（後期課程）を中学校に含める。

※岡山聾学校における他校通級１教室５人を含む

倉敷市立倉敷支援学校
岡山大学附属特別支援学校

県　　立　　計

合　　　　　計

知 的 障 害
知 的 障 害

幼稚部 小学部 中学部 高等部 専攻科 合　計

ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー

1
16
37
65
23
79
106

123
18

35
12
20
57
8
41
76
12
729
97
18
844

ー

ー

ー

ー

3

3

3

5
11
19
40
13
42
43

51
11

32
3
23
34
7
34
53
7

428
65
18
511

15
11
24
64
13
76
93
113
160
7
66
35
2
17
36
12
31
91
9

875
91
23
989

11

11

11

32
41
80
169

242
113

66

60
127

2,046
253
59

2,358

県立岡山盲学校
県立岡山聾学校
県立岡山支援学校
県立岡山西支援学校

県立岡山南支援学校
県立岡山瀬戸高等支援学校

県立倉敷琴浦高等支援学校

岡山県健康の森学園支援学校
県立東備支援学校

県立岡山東支援学校

県立倉敷まきび支援学校

県立西備支援学校

県立早島支援学校

県立誕生寺支援学校

視 覚 障 害
聴 覚 障 害
肢体不自由
知 的 障 害
肢体不自由
知 的 障 害
知 的 障 害
知 的 障 害
知 的 障 害
肢体不自由
知 的 障 害
知 的 障 害
肢体不自由
知 的 障 害
知 的 障 害
病 弱
肢体不自由
知 的 障 害
肢体不自由

弱 視
難 聴
知 的 障 害
肢 体 不 自 由
病弱・身体虚弱
自閉症・情緒障害

言 語 障 害
情 緒 障 害
難 聴 ※
自 閉 症

246

370

119

133

248

小
学
校
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〒700－8570　岡山市北区内山下２－４－６
TEL （086）226－7912（直通）　FAX （086）224－0612

〈 https://www.pref.okayama.jp/soshiki/147/ >

※この資料は、県教育庁特別支援教育課ホームページからダウンロードできます。

資料に関するお問い合わせ先

岡山県教育庁特別支援教育課

岡山県
健康の森学園支援学校

県立誕生寺支援学校

県立岡山支援学校

県立岡山西支援学校

県立岡山東支援学校

県立岡山聾学校
県立岡山盲学校

県立岡山南支援学校

県立倉敷琴浦高等
支援学校

倉敷市立倉敷支援学校

県立早島支援学校

県立西備支援学校

県立東備支援学校
県立岡山瀬戸高等支援学校

（弓削校地）

岡山大学附属特別支援学校

県立倉敷まきび支援学校

10 岡山県内の特別支援学校の配置図
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